
ヒロセ通商株式会社

アセンダント 山中康司



BBによる反転
ボリンジャーバンドの形の変化

1. スクイーズ＝バンド幅が狭い＝もみあい

2. エクスパンション＝バンド幅拡散＝トレンド

3. ボージ＝バンド幅縮小＝反転

逆張りのポイント

ボージ

 トレンドと反対側のバンドの方向変化に注目



順張りポイント（過去チャート）
最初にバンドを終値で突破した足に注目
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逆張りポイント（過去チャート）
抜けた方向と反対のバンドが向きを変える！
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ドル円日足
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ドル円60分足
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ストキャスティクスの主な見方
％K＋％Dをファースト・ストキャスティクス、％D＋

Slow%Dをスロー・ストキャスティクスと呼び、後者が一般
的

1.1本のラインのみを使ってOB（買われすぎ）・OS（売られす
ぎ）を判断する

2.水準に関係なく2本のラインのGC（ゴールデン・クロス）で
買い、DC（デッド・クロス）で売り

3.OSゾーンのGCで買い、OBゾーンのDCで売り

4.ダイバージェンス
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％Ｄのダイバージェンス
1. ダイバージェンス

価格が以前の安値よりも安い安値を付けたのに対し、％Ｄ
はより高い数値を付けた時に買い。
価格が以前の高値よりも高い高値を付けたのに対し、％Ｄ
がより低い数値を付けた時は売り。

2. 隠れたダイバージェンス
価格が以前の安値よりも高い安値を付けたのに対し、％Ｄ
がより低い数値を付けた時に買い。
価格が以前の高値よりも安い高値を付けたのに対し、％Ｄ
がより高い数値を付けた時は売り。
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％Ｄのダイバージェンス
 ダイバージェンス＝赤、隠れたダイバージェンス＝青

 ポイントは両者にサポート、レジスタンスが引けること
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ドル円日足
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ドル円60分足
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Aroonの読み方（Extremes 1）
 Extremes （エクストリーム）

 Aroon UP＝100は上昇トレンドのスタートを示唆し、
その後、Aroon UPが持続的に70以上で推移している場
合上昇トレンドが形成されたことを示す。

 Aroon DOWN＝100は下降トレンドのスタートを示唆し、
その後、Aroon DOWNが持続的に70以上で推移してい
る場合下降トレンドが形成されたことを示す。
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Aroonの読み方（Extremes 2）
 Extremes （エクストリーム）

強いエクストリーム

 Aroon UPが持続的に70以上で、かつAroon DOWNが持
続的に30以下の場合は強い上昇トレンドを示す。

 Aroon DOWNが持続的に70以上で、かつAroon UPが持
続的に30以下の場合は強い下降トレンドを示す。
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Aroonの読み方（Crossovers）
 Crossovers （クロス）

 Aroon DOWNがAroon UPを下から上にクロスした場合
は弱気トレンドの可能性を示唆する。

 Aroon UPがAroon DOWNを下から上にクロスした場合
は強気トレンドの可能性を示唆する。

© Ascendant Inc. 14



Aroonの読み方（Parallel）
 Parallel Movement （パラレル）

 Aroon UPとAroon DOWNのそれぞれが似たような水準
で平行に動いている状態。

 もみあいを示し、ExtremesかCrossoversが現れるまでは
トレンドが無いと考える。
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Aroonの読み方（Oscillator）
 Oscillator （オシレータ）

 0ラインよりも上にある時は上昇トレンドを示し、0ライン
よりも下にあるときは下降トレンドを示す。

 数値が＋も－も100に近いほど強いトレンド。
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ドル円日足
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ドル円60分足
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値幅観測
 プライス・リトレイスメント

 いわゆるフィボナッチ戻し＝61.8％、38.2％等

 プライス・プロジェクション

 フィボナッチ戻しで100％を超えた場合

 プライス・エクスパンション

 均衡表のN波動をフィボナッチ比率で計算

上記2つを組み合わせた値幅観測
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フィボナッチ比
1, 1, 2, 3, 5, 8, 13, 21, 34, 55, 89, 144, 233,・・・
（n2 = n + n1 の関係にある数列）

リトレースメント エクスパンション

0.0 1.0

0.236 =34÷144 1.272 = √1.618

0.382 =55÷144 1.618 = 89÷55

0.5 2.618 =144÷55

0.618 =89÷144 4.236 =233÷55

0.786 *=√0.618 * 0.786より0.764のほうが一般的

1.0
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プライス・エクスパンション
 プライス・エクスパンション

 均衡表のN波動をフィボナッチ比で計算

代表的なターゲット

161.8％

127.2％

100％

78.6％

61.8％
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ドル円日足
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値幅観測計算例
 N波動の各レート

 起点安値 ＝100.077

 1波動高値 ＝105.532 値幅＝5.455

 2波動押し ＝101.186

 100％～261.8％のターゲット

 5.455×100％＋101.186 ＝106.641

 5.455×161.8％＋101.186 ＝110.012

 5.455 ×261.8％＋101.186 ＝115.467
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